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※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

令和６年度人材確保対策事業実績

事業実施上の課題

（事業担当者記入）
本事務事業については、マンパワーの不足により、新たな取組・検討が開始できない状況である。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

多世代交流施設整備や人材確保対策など、重点課題の解決に向けた取組については一定の成果がでている。一方、

産業振興による所得向上策については有効な対策が講じられていない。引き続き、全庁横断的な取組を実施してい

く必要がある。

今年度は０予算の事業とし、本事務事業の検討から事業化した、教育交流施設整備事業や人材確保対策事業を推進

していく。また庁内で検討すべき課題が発生した場合は、都度、関係課と連携し、課題解決のため検討を行うこと

とする。

方向性

事業の意図 戦略プロジェクトの実現、企画・政策立案

事業の実績

と成果

取組内容 令和６年度は、令和５年度からスタートした西之表市人材確保対策事業の進捗管理を行った。

成 果

状況に応じて、運用方法等、協議を行った。今年度は特に介護の人材不足が顕著であり、外国人材の活用、

研修費用の補助など、事業者に対する助成も開始したところ。（新規56件（医16・介22・子1・障3・農

1・水1・商12）、継続20・新卒7⇒UIターン39・市内17）

長期振興計画

の位置づけ

施策名 計画的で効率的な行政運営の推進

基本事業名 計画の着実な推進

事業名 戦略プロジェクト推進事業 総事業費 177 千円
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事業実施上の課題

（事業担当者記入）
令和８年度予定する改修に伴う事業費の財源確保や工事期間が懸念材料である。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

東京で開催された地域みらい留学の学校説明会においては30組の来場があった。さらに関東圏を中心に７名が種子

島高校を見学した。しかしながら、住まいの問題があり大部分が種子島高校への入学を断念している。したがっ

て、寮をはじめとする住まいの確保は喫緊の課題である。

２階部分の寄宿舎になる部分の用途変更及び実施設計を行う。

また、令和８年度予定の改修工事の財源についても検討を行い、計画的な予算計上に努める。
方向性

事業の意図 設置、運営する

事業の実績

と成果

取組内容
市外から入学する種子高生や教育関連事業で利用できる寄宿舎整備のため、中目医院旧内科建物を購入。

あわせて、建物（歯科）及び土地の寄附採納を受けた。

成 果 建物、土地を取得することで、看護学校整備及び寄宿舎整備の準備を整えることができた。

事業名 教育宿舎設置運営事業 総事業費 54,929 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 計画的で効率的な行政運営の推進

基本事業名 計画の着実な推進
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事業実施上の課題

（事業担当者記入）

令和7年度については、基本構想・基本計画に基づき、多世代交流施設の整備に向けて準備を進めていくことにな

るが、事業者選定の仕様書作成や旧榕城中学校のアスベスト調査の早期実施、運営方法の検討、既存施設（旧榕城

中学校）の整理、旧榕城中学校の用途変更手続き、図書館計画の作成、試掘などを進めていく上では、他課との連

携が必要不可欠であることから、緻密に情報共有や連携を図りながら事業を実施していく必要がある。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

本事業の推進により、公共施設の更新や集約、公共サービスのアップデートなど、多くの効果が見込める。用途変

更など課題の解決を速やかに行い、2030年（令和12年）４月からの供用開始を目指し、着実に推進していく。

多世代交流施設の整備に向けて、令和6年度に策定した基本構想・基本計画の事業スケジュールに基づき、事業を

実施していく。
方向性

事業の意図 施設を設置、運営する

事業の実績

と成果

取組内容

庁内での検討委員会や実務者委員会、市民団体で構成される市民委員会での意見の聴取や、市民ニーズを

把握することを目的として、市民アンケートやワークショップを実施した。また、基本構想・基本計画の

事業方針（概要）が固まった段階で市民説明会を開催し、市民に対して本事業の周知を行いながら、最終

的にはこれらの過程を経て、基本構想・基本計画を策定した。

成 果 令和6年度に「西之表市多世代交流施設整備基本構想・基本計画」を策定した。

事業名 教育交流施設設置検討事業 総事業費 13,416 千円

長期振興計画
の位置づけ

施策名 計画的で効率的な行政運営の推進

基本事業名 計画の着実な推進
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※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

事業実施上の課題

（事業担当者記入）

・種子島中学校からの入学生確保の方策

・市外からの入学生の衣食住の確保。寮設置までの対応。

・寮設置の事業費の財源確保。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

中学卒業後、島外の高校等への転出に歯止めがかかない。この状況が続くと種子島高校の存続も危ぶまれる。種子

島高校の魅力を発信しつつ、生徒の学習環境の整備促進、保護者の経済的負担の軽減を図り、入学者の確保及び高

校活性化につなげていく必要がある。

令和６年度に引き続き、地域みらい留学に参画し、オンライン説明会や対面式説明会に参加して、生徒募集を行

う。また、入学希望者の問い合わせや現地見学に対応。種子島高校の入学生確保のための方策を行っていく。方向性

事業の意図 種子高への入学生を確保することで若者層の流出を防ぎ、種子高が維持、存続する。

事業の実績

と成果

取組内容

留学生受け入れ（令和６年度は初年度）。下宿先との調整、下宿代補助等事務手続き。

・オンライン説明会（フェスinオンライン2回、テーマ別説明会2回）、学校主催オープンキャンパス（1

回）、入学希望者の問い合わせ（3件）や現地見学（6件）対応。学校説明会（東京）30組来場

・寮設置に向け検討。保護者の経済的負担軽減策として、通学支援や検定料等の助成

成 果

・新入生受入れ（4月1名入学（退学）、11月1名（編入））１期生として、年度末１名在籍。

・在校生に対する検定料等の助成2,029,895円（バイク通学44名440,000円・路線バス４名152,395円・

スタディサプリ全校生徒723,000円・検定資格714,500円）

・探究的な学びに対する旅費助成（3回延16名）

事業名 高等学校魅力化支援事業 総事業費 4,595 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 計画的で効率的な行政運営の推進

基本事業名 計画の着実な推進
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